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板
野
長
八
著

儒
教
成
立
史
の
研
究

浅

野

宇i:~

東
洋
史
間
四
千
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま
で
中
関
思
想
史
に
関
す
る
膨
大
な
研
究
業

績
を
製
げ
て
来
ら
れ
た
板
野
長
八
氏
は
、
一
九
九
三
年
三
月
に
逝
去
さ
れ
た
。

木
書
は
、
西
川
附
定
生
氏
の
序
文
や
好
並
隆
司
氏
の
あ
と
が
き
に
詳
し
い
事
情
が

記
さ
れ
る
よ
う
に
、
板
野
氏
が
生
前
雑
誌
等
に
設
表
し
た
論
文
の
中
か
ら
、
特

に
偶
数
形
成
史
に
闘
わ
る
論
考
十
二
筋
を
選
ん
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
著
者
自
ら
が
構
成
や
内
容
を
統
一
的
に
完
整
さ
せ
た
著
作
で
は
な

い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
般
の
首
尾
は
驚
く
ほ
ど
一
貫
し
て
お
り
、

一
刀
と
し
て
の
挫
合
性
を
充
分
に
仰
え
て
い
る
。

本
書
は
偶
数
の
成
立
を
、
専
ら
国
家
地
力
と
の
関
係
に
主
眼
を
置
い
て
究
明

せ
ん
と
す
る
怒
川
を
判
つ
が
、
行
論
の
便
宜
上
、
各
市
の
タ
イ
ト
ル
を
列
一記
し

て、

そ
の
全
般
櫛
成
を
示
し
て
位
き
た
い
。

第
一
υ

第
三
パ
ー

第
三
収

第
四
市

第
五
市

第
六
議

第
七
群

『
孝
経
』
の
成
立

『
線
非
子
」
の
忠
孝
筋

易
の
聖
人
と
形
而
上
の
道

『左
仰
』
の
作
成

輩
仲
野
の
「
針
策
」

『大
接
筋
』
の
格
物
致
知

『
中
府
筋
』
の
成
り
立
ち

第
八
草
災
異
説
よ
り
見
た
劉
向
と
劉
欣

第
九
一市
阿
識
と
儒
激
の
成
立

第
十
一平
「
公
羊
体
』
に
よ
る

『春
秋
』
の
川
』
化

第
十
一
軍
班
回
の
政
王
朝
神
話

第
十
二
一
以
偶
数
の
成
立

な
お
最
後
の
第
十
二
平
は
、
全
世
の
要
約
を
兼
ね
る
内
容
を
持
つ
の
で
、
こ

の
部
分
を
先
に
誠
む
と
、
若
者
の
怠
附
や
論
旨
の
展
開
を
概
糊
す
る
こ
と
が
で

き
て
使
利
で
あ
る
。

さ
て
、
以
下
に
批
-許
を
記
す
わ
け
だ
が
、
概
ね
順
序
に
沿
っ
て
概
略
を
紹
介

し
つ

つ
、
折
り
に
紛
れ
て
評
者
の
感
想
を
付
す
こ
と
と
し
た
い。

ま
ず
第
一

一章

で
は

『孝
経
』
が
考
察
針
象
と
さ
れ
る
。
著
者
が
提
示
す
る
結
論
は
、
ほ
ぼ
次

の
間
貼
に
要
約
で
き
る
。
第
一
知
は
、
『
孝
経
』
の
成
立
時
期
を
、
『
呂
氏
春

秋
』
以
前
の
峨
幽
末
と
す
る
引
で
あ
る
。
第
二
は
、
孔
孟
以
来
の
孝
は
宗
族
の

閉
鎖
性
・
封
建
制
に
立
脚
し
て
い
た
た
め
、
君
主
維
の
貫
徹
を
妨
げ
る
性
格
を

も
仰
え
て
い
た
が
、
『
孝
経
』
は
孝
の
封
印
訴
を
君
主
や
上
司
ま
で
城
大
す
る
こ

と
に
よ
り
、
君
主
の
一
元
的
支
配
を
可
能
に
す
る
形
に
孝
を
改
同
挺
し
た
と
す
る

鮎
で
あ
る
。
第
三
は
、
『
求
総
』
は
人
道
と
し
て
の
孝
を
天
道
に
吸
引
し
て
、

天
道
と
人
道
を

一
致
さ
せ
た
と
す
る
貼
で
あ
る
。
第
四
は
、
か
く
し
て

『
孝

経
』
は
、
家
父
長
制

・
官
僚
制
・
郡
Mm制
度
に
立
つ
強
力
な
る
君
主
及
び
そ
の

支
配
を
支
え
る
理
論
を
仰
築
し
、

出
の
統
治
迎
論
を
政
め
泊
中
仰
し
た
形
に
な
っ

た
と
す
る
貼
で
あ
る
。

こ
の
結
論
に
劉
し
、
評
者
に
は
若
干
の
疑
念
も
残
っ
た
。
も
し
『
孝
縦
』
の

一九日
川
が
上
記
の
諸
貼
に
存
し
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
に

『
孝
総
』
の
作
者
は
、
家

父
長
制
と
君
主
権
強
化
を
直
結
す
る
最
も
明
快
な
理
論
構
成
、
す
な
わ
ち
著
者
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が
第
二
章
で
論
ず
る
『
韓
非
子
』
忠
孝
篇
の
如
き
理
論
を
形
成
せ
ず
に
、
わ
ざ

わ
ざ
天
子
|
|
諸
侯
ー
ー
卿
大
夫
|
|
土
|
|
庶
人
と
い
っ
た
封
建
制
に
立
脚

す
る
理
論
構
成
を
採
用
し
た
の
か
が
、
疑
問
と
し
て
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
著

者
は
『
孝
経
』
と
忠
孝
信
胴
の
差
異
を
、
封
建
制
か
ら
郡
勝
制
に
進
む
時
代
的
要

請
へ
の
制
到
底
の
這
い
と
説
明
す
る
が
、
な
ぜ
劉
魔
法
が
異
な
っ
た
の
か
の
説
明

は
不
充
分
で
あ
り
、
『
孝
経
』
が
封
建
制
に
立
脚
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
な

お
再
考
の
叫
跡
地
が
あ
ろ
う
。

ま
た
著
者
は
、
漢
代
を
君
主
の
一
元
的
支
配
値
制
が
確
立
し
た
時
代
と
捉

え
、
そ
れ
放
に
そ
の
た
め
の
理
論
を
準
備
し
て
い
た
『
孝
経
』
は
、

漢
代
に
重

視
さ
れ
た
の
だ
と
設
く
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
高
租
か
ら
武
帝
・
昭
喬

ま
で
の
期
関
、
漢
の
皇
帝
権
力
は
『
孝
経
』
を
願
み
ず
、
漸
く
宣
一
帝
期
以
降
に

重
観
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
官
僚
制
度
が
宣
一帝
期
以
降
に
一
段

と
強
化
さ
れ
た
か
ら
だ
と
す
る
著
者
の
設
明
は
、
著
し
く
説
得
力
を
紋
く
。
そ

れ
が
官
僚
制
度
自
慢
の
問
題
な
の
か
、
儒
数
浸
透
の
度
合
や
皇
帯
権
力
の
相
制
判

的
弱
越
化
の
問
題
な
の
か
、
な
お
再
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
宣
帯
一
の
詔

に
、
『
孝
経
』
が
否
定
し
た
は
ず
の
孔
孟
流
の
孝
が
設
か
れ
る
矛
盾
に
射
す
る

著
者
の
鰐
解
も
、
矛
盾
を
解
消
す
る
に
は
程
遠
い
。
も
し
そ
れ
が
、
解
緯
の
如

何
に
よ

っ
て
解
消
さ
れ
る
程
度
の
矛
盾
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
著
者

の
よ
う
に
、
『
孝
経』

と
漢
の
支
配
値
制
の
結
合
を
歴
史
的
必
然
の
如
く
理
解

す
る
必
要
な
ど
、
最
初
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
章
で
は
、
『
易
停
』
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
。
鬼
紳
を
敬
遠
し
、
性
と
天

道
を
あ
ま
り
問
題
と
し
な
か
っ
た
孔
子
が
措
定
し
た
人
道
本
位
の
聖
人
が
、
孔

子
の
口
を
借
り
て
呪
術
者
と
し
て
の
聖
人
像
を
設
定
す
る
繋
際
鱒
に
よ
っ
て
、

一
必
祝
・
方
土
等
の
呪
術
者
に
縛
向
し
た
。
か
く
し
て
『
易
停
』
は
、
儒
家
を
し

て
呪
術
的
・
超
人
間
的
な
権
威
を
持
つ
秦
漢
の
皇
帝
権
力
を
肯
定
さ
せ
る
役
割

を
果
た
し
た
。
以
上
が
こ
の
章
の
論
旨
で
あ
る
。

こ
の
結
論
に
謝
し
て
も
、
評
者
に
は
抽
出
つ
か
の
疑
念
が
残
っ
た
。

著
者
は
、

孔
子
を
呪
術
に
閥
輿
し
な
い
人
道
本
位
の
立
場
と
捉
え
、
こ
れ
を
出
夜
船
と
し

て
論
旨
を
展
開
す
る
。
だ
が
孔
子
の
言
動
の
中
に
は
、
「
天
の
賂
に
斯
の
文
を

喪
ぼ
さ
ん
と
す
る
や
、
後
死
の
者
は
斯
の
文
に
興
る
を
得
ざ
る
な
り
」
(
『論

語
』
子
宰
篇
〉
と
か
、
「
天
は
徳
を
予
に
生
ぜ
り
」
(
『
論
語
』
述
而
篇
)
と
、

自
分
は
上
天
か
ら
躍
皐
や
徳
を
聖
賜
さ
れ
た
の
だ
と
吹
聴
す
る
側
面
も
含
ま
れ

る
。
ま
た
「
鳳
鳥
至
ら
ず
、
河
は
闘
を
出
だ
さ
ず
。
吾
は
己
ん
ぬ
る
か
な
」

〈『論
一語』

子
宰
篇
)
と
、
瑞
兆
や
岡
識
の
出
現
を
待
望
す
る
言
僻
も
見
受
け

ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
特
定
の
傾
向
の
み
を
取
り
上
げ
て
、
孔
子
の
立
場
を
人
道
本

位
と
規
定
す
る
前
提
そ
の
も
の
が
、
貨
は
危
う
い
。
た
と
え
著
者
の
如
く
、
孔

子
は
人
道
を
通
し
て
天
や
鬼
一脚
に
近
接
す
る
の
で
あ
っ
て
、
呪
術
と
し
て
の
天

道
・
鬼
道
に
は
関
輿
し
な
い
と
し
て
、
天
へ
の
接
近
法
に
二
種
の
区
分
を
設
定

し
て
み
て
も
、
孔
子
自
身
や
そ
の
門
人
、
及
び
後
皐
等
も
、
同
様
に
そ
う
し
た

区
分
を
自
策
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
全
く
保
設
の
限
り
で
は
な
い
。
『
史

記
』
仲
尼
弟
子
列
停
は
、
孔
子
の
死
後
、
数
組
の
地
位
を
継
承
し
た
有
若
が
、

孔
子
の
よ
う
な
呪
術
的
抽
出
知
能
力
を
身
に
附
け
て
い
な
い
と
批
剣
さ
れ
、
そ
の

地
位
を
追
わ
れ
た
と
の
停
承
を
記
す
。
す
で
に
『
易
博
』
の
成
立
以
前
か
ら
、

孔
子
の
後
率
中
に
、
呪
術
を
伴
う
紳
秘
主
義
的
傾
向
を
強
く
示
す
連
中
が
多
く

存
在
し
た
こ
と
は
、
『
萄
子
』
非
十
二
子
篇
や
『
墨
子
』
非
儒
篇
が
明
言
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
上
記
の
前
提
に
立
っ
た
上
で
、
『
易
惇
』
の
作
者
は
、
儒
家

で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
に
呪
術
で
あ
る
「
易
」
を
取
り
入
れ
た
の
か
と
す
る
、

著
者
の
問
題
意
識
自
僅
が
、
質
は
成
立
し
難
い
の
で
あ
り
、
『
易
俸
』
の
成
立
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に
よ
っ
て
、
初
め
て
儒
家
が
秦
撲
の
呪
術
的
君
主
を
肯
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
す
る
論
旨
も
、
同
様
に
成
立
し
難
い
の
で
あ
る
。

『
論
語
』
に
は
、

「
天
の
暦
数
は
爾
が
却
に
在
り
」
(
発
日
篇
)
と
、
天

道

・
暦
運
を
設
き
つ
つ
、
孔
子
こ
そ
衰
周
に
代
わ
っ
て
新
王
朝
を
樹
立
す
べ
き

王
者
だ
っ
た
と
す
る
主
張
が
含
ま
れ
、
そ
の
傾
向
は
「
孟
子
』
に
な
る
と
よ
り

明
瞭
な
形
を
取
り
始
め
る
。
孔
子
は
な
ぜ
門
人
に
性
と
天
道
を
口
外
し
な
か
っ

た
の
か
。
何
が
内
な
る
禁
忌
と
し
て
働
き
、
孔
子
に
そ
れ
を
秘
匿
さ
せ
た
の

か
。
孔
子
の
立
場
が
果
た
し
て
人
道
本
位
で
あ
っ
た
か
一
合
か
は
、
ま
た
別
の
硯

熱
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
な
ぜ
儒
家
に
は
、
孔
子
が
『
易

俸
』
を
著
述
し
た
如
く
僑
装
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
儒
教
の

内
部
的
要
因
の
側
か
ら
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
四
一議
で
は
、
『
左
停
』
の
思
想
的
立
場
が
論
じ
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
『
左
停
』
は
老
子
や
挺
子
が
孔
孟
流
の
人
道
を
否
定

・
排
除
せ
ん
と
し
た

動
き
を
阻
止
す
べ
く
、
人
閲
祉
舎
の
償
値
基
準
た
る
躍
を
天
経
地
義
と
し
て
天

の
理
法
と
一
致
さ
せ
、
天
道
と
人
道
を
安
協
さ
せ
る
試
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
さ
ら
に
著
者
は
、

『
左
停
』
は
戦
闘
最
末
、
コ
旬
子
』
や
『
孝
経
』
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
と
推
定
し
た
上
で
、

天
人
の
安
協
を
回
る

『
左
停
』
の

態
度
は
、
自
ら
を
天
需
に
擬
す
る
艇
の
皇
帝
一
の
官
僚
、
災
異
設
す
な
わ
ち
天
の

権
威
を
俵
り
て
諌
言
を
行
う
官
僚
の
態
度
と
ほ
ぼ
一
致
し
、

漢
代
の
官
僚
の
思

想
を
戦
圏
末
に
用
意
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。

こ
う
し
た
著
者
の
論
旨
展
開
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
道
家
理
解
が
、
媒
介
項

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
『
老
子
』
は
、
無
震
の
天
道
を
掲
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
孔
孟
流
人
道
の
基
盤
た
る
宗
族
制

・
封
建
制
を
、

一商
戦
流
の

郷
里
制
・
郡
豚
制
に
よ
っ
て
破
嬢
し
否
定
せ
ん
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
一
方
の

『
妊
子
』
は
、
天
道
と
人
道
を
湾
同
視
し
て
、

爾
者
に
因
循
し
つ
つ
雨
者
を
忘

れ
る
べ
き
だ
と
す
る
思
想
で
あ
る
。
以
上
が
著
者
の
道
家
理
解
で
、
か
か
る
道

家
に
よ
る
人
道
否
定
の
攻
撃
、
特
に
『
老
子
』
の
そ
れ
に
劉
抗
す
ベ
く
、
『
有

子』

『
孝
経
』
『
左
侮
』

等
に
よ
る
人
道
擁
護
の
運
動
が
輿
り
、
天
人
を
雨
存

さ
せ
る
『
妊
子
』
の
思
想
を
参
考
に
し
つ
つ
、
天
人
を
一
致

・
安
協
さ
せ
る
思

想
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
『
老
子
』
の
性
格
を
そ
の
よ
う
に
理
解

す
る
こ
と
の
是
非
で
あ
ろ
う
。

『
老
子
』
の
思
想
を
爾
散
の
思
想
と
同
列
に
置

き
、
郡
勝
制
や
官
僚
制
を
推
進
し
て
君
主
権
の
紹
封
化
を
目
指
す
思
想
と
捉
え

る
著
者
の
論
法
は
、
か
な
り
強
引
で
あ
る
。
伎
に
著
者
の
『
老
子
』
理
解
が
、

濁
断
に
よ
る
思
い
過
ご
し
の
類
で
あ
る
な
ら
ば
、
上
引
の
著
者
の
論
旨
展
開
も

破
綻
せ
ざ
る
を
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
著
者
は
、

『左
停
』
全
鰹
を
儒
家
の
著
作
と
規
定
し
て
論
を
進
め
る

が
、
解
説
や
許
諾
を
除
く
そ
の
主
要
部
分
は
、
も
と
も
と
史
官
の
記
録
で
あ
っ

て
、
そ
れ
を
後
世
の
儒
家
が
『
春
秋
経
』
の
俸
に
流
用
し
た
と
見
る
絵
地
も
、

依
然
と
し
て
残
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
著
者
が
『
左
俸
』
の
態
度
と
し
て

指
摘
す
る
内
容
、
す
な
わ
ち
天
道
を
基
準
に
据
え
、
占
星
術
や
卜
笈
等
を
援
用

し
て
君
主
に
躍
の
履
行
を
南
京
-請
す
る
態
度
は
、
戦
図
末
の
mm家
が
道
家
の
攻
撃

を
阻
止
す
べ
く
新
た
に
創
作
し
た
思
想
で
は
な
く
し
て
、
そ
も
そ
も
史
官
集
幽

が
形
成
し
た
思
想
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
五
章
で
は
、
蓑
仲
傍
の
天
人
針
策
が
扱
わ
れ
る
。
著
者
は
針
策
の
主
旨

を
、
天
人
相
感
の
理
に
基
づ
い
て
、
王
者

・
武
一
帝
に
天
命
を
承
け
て
天
理
に
従

ぃ
、
古
の
道
に
則
り
徳
化
に
任
じ
て
、
民
の
激
化
に
努
め
る
よ
う
要
請
す
る
貼

に
あ
っ
た
と
説
く
。
た
だ
し
著
者
は
、
武
需
が
針
策
を
受
容
し
た
結
果
、
五
経

博
士
が
設
置
さ
れ
、
孔
子
教
が
-
帝
王
も
遵
守
す
べ
き
園
数
に
な
っ
た
と
す
る
通

設
に
到
し
て
は
、
強
く
そ
れ
を
否
定
す
る
。
董
仲
野
が
要
請
し
た
孔
子
数
に
よ
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る
統
一
策
は
、
あ
く
ま
で
も
民
の
激
化
策
に
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
董
仲
好
や
彼
が
依
援
し
た
『
公
羊
俸
』
の
理
論
で
は
、
孔
子
は
王
者
に
数

え
る
に
足
る
権
威
を
い
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
た
め
に
武
脅
一
人
は
孔
子
教

の
坪
外
に
超
越
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。

著
者
が
そ
う
主
張
す
る
最
大
の
論
擦
は
、
第
一
衣
針
策
に
含
ま
れ
る
、
「
孔

子
目
、
鳳
鳥
不
至
、
河
不
出
圏
、
五
日
己
失
夫
。
自
悲
可
致
此
物
、
而
身
卑
賎
不

得
致
也
。
今
陛
下
貴
第
天
子
、
富
有
四
海
、
居
得
致
之
位
、
操
可
致
之
勢
、
叉

有
能
致
之
資
・
:
:
」
と
の
箇
所
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
根
援
に
、
瑞
鮮
を
致

す
呪
術
的
能
力
が
天
子
・
王
者
の
占
有
で
あ
る
こ
と
は
、
董
仲
各
自
身
も
承
認

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
故
に
天
に
は
責
任
を
負
う
が
、
人
間
に
は
責
任
を
負
わ

ず
、
天
帝
と
一
種
化
し
た
帝
王
に
劉
し
、
孔
子
の
教
え
に
従
う
よ
う
求
め
る
は

ず
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
武
一
帝
期
に
儒
敬
が
園
激
化
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と

論
ず
る
。

さ
ら
に
著
者
は
、
孔
子
教
が
園
教
と
な
る
に
は
、
孔
子
が
人
道
の
聖
人
の
域

を
超
え
て
、
帯
王
と
同
等
以
上
か
天
帯
に
準
ず
る
権
威
を
持
ち
、
自
ら
天
命
を

受
け
、
天
に
代
わ
っ
て
園
識
を
降
す
存
在
に
上
昇
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が

質
現
す
る
に
は
後
漢
の
光
武
一
一
帝
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
も
読

b
r

、。武
一
帝
が
亙
祝
王
た
る
一
脚
秘
的
権
威
を
獲
得
せ
ん
と
し
、
董
仲
野
の
針
策
が
そ

の
思
惑
に
迎
合
し
た
熱
、
及
び
武
一
帝
一
期
に
孔
子
教
が
園
激
化
し
な
か
ア
た
黙
に

つ
い
て
は
、
確
か
に
著
者
の
指
摘
す
る
如
く
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
武
帯
期
に

孔
子
教
が
園
激
化
し
な
か
っ
た
原
因
を
、
制
到
策
中
に
そ
の
た
め
の
理
論
が
用
意

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
一
黙
に
の
み
鋳
す
る
の
は
、
些
か
危
険
で

あ
ろ
う
。
そ
の
原
因
は
、
武
一
帝
側
の
事
情
や
儒
数
の
浸
透
度
を
も
含
め
て
、
よ

り
庚
い
親
貼
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
董
仲
密
は
第
三
次
針
策
で
、
「
孔
子
は
春
歓
を
作
る
に
、
上
は
之
を

天
道
に
撲
り
、
下
は
之
を
人
情
に
質
し
、
之
を
古
に
参
り
、
之
を
今
に
考
う
。

故
に
春
秋
の
議
る
所
は
、
災
害
の
加
う
る
所
な
り
。
春
秋
の
悪
む
所
は
、
怪
異

の
施
す
所
な
り
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
人
相
関
・
災
異
天
謎
の
理
法

は
、
孔
子
の
手
で
初
め
て
解
明
さ
れ
、
唯
一
『
春
秋
』
に
の
み
記
さ
れ
る
か

ら
、
『
春
秋
』
に
示
さ
れ
る
孔
子
の
教
え
に
背
反
す
れ
ば
、
天
放
が
降
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
武
帝
も
、
天
狭
を
避
け
ん
と
す
る
限
り
、
や
は
り
孔

子
の
教
え
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
董
仲
寄
に
よ
る
儒
敬
一
舎
の
要
請
が
、
民
の
数
化
に
の
み
範
圏

を
限
定
し
た
も
の
で
、
武
喬
一
人
が
そ
の
針
象
外
と
さ
れ
て
い
た
と
は
解
し
難

い
。
王
・
天
子
が
上
天
・
鬼
神
と
交
感
し
得
る
亙
祝
王
の
性
格
を
備
え
る
こ
と

は
、
も
と
よ
り
董
仲
寄
も
明
瞭
に
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
董
仲
傍
が
、
孔
子
に
は
そ
う
し
た
権
威
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
一
帝

王
の
師
た
る
資
格
が
な
い
な
ど
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

著
者
が
論
嬢

と
し
た
箇
所
で
董
仲
鋒
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
単
に
統
治
行
篤
に
よ
っ
て

太
卒
を
寅
現
し
得
る
天
子
の
勢
位
、
人
道
の
領
域
に
お
け
る
権
力
の
有
無
な
の

で
あ
っ
て
、
瑞
群
を
招
致
す
る
呪
術
的
能
力
自
鐙
は
、
孔
子
に
も
備
わ
っ
て
い

た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
董
仲
寄
は
司
馬
遷
に
針
し
、
「
孔
子
は
言
の
用
い
ら
れ
ず
、
道
の

行
わ
れ
ざ
る
を
知
り
、
二
百
四
十
二
年
の
中
を
是
非
し
て
、
以
て
天
下
の
儀
表

と
篤
す
。
天
子
を
反
め
、
諸
侯
を
退
け
、
大
夫
を
討
ち
て
、
以
て
王
事
を
逮
せ

し
の
み
」
(
『
史
記
』
太
史
公
自
序
〉
と
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
孔
子
は
「
天

子
を
毘
め
」
て
「
天
下
の
儀
表
」
を
制
定
し
、
王
者
の
事
業
を
達
成
し
た
と
す

る
孔
子
素
王
設
こ
そ
が
、
董
仲
寄
の
、
そ
し
て
公
羊
拳
波
の
孔
子
観
な
の
で
あ

っ
て
、
孔
子
に
は
一
帝
王
の
師
た
る
責
務
が
な
い
と
卑
下
す
る
思
考
な
ど
、
彼
等
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は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
董
仲
箭
は
、
「
孔
子

は
春
秋
を
作
る
に
、
先
に
王
を
正
し
て
寓
事
を
繋
け
、
素
王
の
文
を
見
わ
す
」

(
第
二
次
針
策
)
と
、
武
一
帝
に
針
し
て
、
孔
子
は
無
冠
の
王
者
だ
っ
た
と
公
言

し
て
慣
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
六
掌
で
は
、
大
皐
篇
の
格
物
致
知
の
解
緯
を
通
し
て
、
そ
の
著
作
意
闘
が

探
究
さ
れ
る
。
ま
ず
著
者
は
大
皐
篇
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
萱
仲
告
が
武
一
帝

に
設
置
を
求
め
た
大
皐
に
お
け
る
教
育
方
針
を
述
べ
た
も
の
と
す
る
、
武
内
義

雄
説
に
賛
同
す
る
。
そ
の
上
で
若
者
は
、

蓋
仲
岱
の
致
物
の
物
は
、
人
聞
の
誠

に
感
じ
て
天
よ
り
降
る
瑞
鮮
で
あ
っ
た
が
、
大
翠
篇
の
格
物
の
物
は
、
人
聞
の

員
賞
・
誠
で
あ
る
か
ら
、
致
物
が
呪
術
と
し
て
の
天
道
に
属
す
る
の
に
針
し
、

格
物
は
人
遣
を
通
し
て
天
・
鬼
一
柳
に
近
接
す
る
、
孔
孟
流
の
人
道
に
属
す
る

と
、
雨
者
を
封
比
す
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
著
者
は
、
蓋
仲
告
に
お
け
る
君
主
は
、
官
僚
界

・
人
間
界

を
超
え
て
、
呪
術
と
し
て
の
天
道

・
紳
道
に
立
つ
も
の
だ
っ
た
の
に
針
し
て
、

大
祭
篇
の
側
は
、
「
天
子
よ
り
以
て
庶
人
に
至
る
、
萱
っ
こ
れ
皆
修
身
を
以
て

本
と
な
す
」
と
、
君
主
を
人
開
界
内
部
に
位
置
づ
け
、
人
道
・

官
僚
制
の
下
に

引
き
入
れ
よ
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
と
結
論

e

つ
け
る
。

こ
の
結
論
が
承
認
さ
れ
る
か
否
か
は
、
や
は
り
格
物
致
知
に
劃
す
る
解
緯
の

安
蛍
性
如
何
に
存
す
る
。
し
か
る
に
、

「夫
祭
者
、
非
物
自
外
至
者
也
。
自
中

出
、
生
於
心
也
」
(
『
薩
記
』
祭
統
篇
)
と
の
記
述
に
依
援
し
つ
つ
、
物
を
誠
・

員
賞
と
解
す
る
著
者
の
推
論
は
、
か
な
り
苦
し
い
。
こ
の
一
文
の
岡
県
一意
は
、
祭

柁
と
は
、
供
物
が
盛
大
に
外
か
ら
搬
入
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
内
な
る
心
よ

り
生
ず
る
も
の
だ
と
説
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
で
祭
が
こ
の
文
全
鐙
の
主
語

と
な
る
。

し
か
る
に
著
者
は
、
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「
中
よ
り
出
で
て
、
心
に
生
ず
」
る
主
鐙
を
、
前
の
句

に
見
え
る
物
と
解
師
押
し
た
上
で
、
だ
か
ら
物
の
中
に
は
心
中
よ
り
設
生
す
る
も

の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
誠

・
員
寅
だ
と
推
論
す

る
。
だ
が
こ
れ
は
、
資
料
の
誤
認
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
著
者
は
、
「
九
天
之

所
生
、
地
之
所
長
、
有
可
薦
者
莫
不
威
在
、
一
示
蓋
物
也
。
外
則
蓋
物
、
内
則
蓋

忠
、
此
祭
之
心
也
」
(
祭
統
篇
〉
と
の
一
文
を
引
き
、
物
の
中
に
一
般
の
物
と

内
な
る
忠
、
す
な
わ
ち
人
の
員
心
と
が
あ
る
例
歪
と
す
る
。
だ
が
こ
の
場
合

も
、
前
後
の
文
章
を
二
誠
す
れ
ば
分
か
る
こ
と
だ
が
、
「
示
蓋
物
」
の
物
は
次

の
「
外
則
護
物
」
の
物
と
同
様
、
小
物
・
美
物
・
陰
陽
之
物
と
い
司
た
供
物
の

意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
祭
統
篇
の
論
旨
は
、
「
其
の
誠
信
と
其
の
忠
敬
を
致
し
、
之
に
奉

ず
る
に
物
を
以
て
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
供
物
の
み
で
祭
杷
が
完
備
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
は
紳
明
に
劃
す
る
誠
信

・
忠
敬
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、
内
な
る
精
神
を
外
な
る
供
物
に
優
先
さ
せ
る
形
で
、
雨

者
の
兵
備
を
説
く
黙
に
あ
り
、
祭
統
篇
か
ら
、
物
に
は
物
質
的
な
物
と
精
神
的

な
物
の
二
種
類
が
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
思
考
を
引
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る。
詳
述
す
る
紙
数
は
な
い
が
、
著
者
の
格
物
致
知
解
緯
は
お
よ
そ
こ
の
調
子

で
、
至
っ
て
読
得
力
に
乏
し
い
。
だ
い
た
い
「
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
。
欲

誠
其
一意
者
、
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
」
と
の
階
梯
を
迫
っ
て
辿
り
着
く
格
物

の
物
の
内
容
が
、
致
知
以
前
に
後
戻
り
す
る
誠
や
員
心
な
の
で
は
、
「
先
後
す

る
所
を
知
る
」
ベ
き
階
梯
の
意
を
成
さ
な
い
。
激
知
の
手
段
と
し
て
登
場
す
る

格
物
の
物
は
、
や
は
り
務
兆

・
紳
託
の
類
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
著
者
の
如
く
、
董
仲
野
と
大
風
午
篇
を
、
片
や
呪
術
的
君
主
を
肯
定
す
る
路

線
、
片
や
人
道
本
位
の
君
主
を
提
唱
す
る
路
線
と
、
針
立
的
に
捉
え
る
必
要
は

存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
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第
七
章
で
は
中
庸
篇
の
性
格
が
論
じ
ら
れ
る
。
著
者
は
中
庸
篇
の
主
旨
を
、

人
道
に
立
つ
大
徳
の
人
が
君
主
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
祭
犯
は
人
道
を
通
し
て

天
や
鬼
紳
に
近
接
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
貼
に
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
中
庸
篇

の
成
立
時
期
を
前
漢
武
一
帝
期
と
推
定
し
、
武
-
帝
に
代
表
さ
れ
る
漢
の
呪
術
的
君

主
を
批
剣
す
る
駄
に
お
い
て
も
、
大
四
月
平
篇
の
性
格
と
一
致
す
る
と
結
論

e
つ
け

る。

197 

著
者
は
こ
の
結
論
を
得
る
に
蛍
た
り
、
『
孟
子
』
『
萄
子
』
『
孝
経
』
『
呂

氏
春
秋
』
『
易
停
』
『
萄
子
』
祭
論
篇
『
躍
記
』
繁
記
篇
『
韓
詩
外
俸
』

『春

秋
繁
露
』
董
仲
野
等
の
検
討
を
通
じ
て
、
戦
園
末
か
ら
武
一
帝
一
期
に
至
る
儒
家
思

想
の
全
健
的
流
れ
を
提
示
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
諸
思
想
と
中
庸
篇
と
の
同
異
を
分

析
す
る
方
法
に
よ
り
、
中
庸
篇
の
位
置
を
定
め
ん
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
る

意
味
で
精
密
な
作
業
と
稽
す
べ
き
な
の
だ
が
、
評
者
に
は
若
干
の
疑
念
も
残

スV

。分
析
に
際
し
て
著
者
は
、
中
庸
篇
は
『
韓
詩
外
俸
』
を
介
し
て
『
萄
子
』
に

連
な
る
が
、
中
庸
篇
が
天
人
の
連
績
に
立
脚
し
、
『
萄
子
』
の
天
人
の
分
と
相

違
し
て
も
、
そ
れ
が
『
萄
子
』
を
経
由
し
た
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
か
、
中
庸
篇

は
『
准
南
子
』
と
接
近
し
な
が
ら
こ
れ
と
封
立
し
て
い
た
と
か
、
中
庸
篇
は
人

道
を
通
じ
て
鬼
一
紳
に
近
接
す
る
が
、
ト
笈

・
災
異
を
も
設
く
か
ら
、
呪
術
と
し

て
の
天
遣
に
近
づ
く
面
も
あ
っ
た
と
か
い
っ
た
論
法
を
多
用
す
る
。
つ
ま
り
、

A
は
あ
る
面
で
は
同
類
の
B
と
共
通
す
る
が
、
し
か
し
一
面
で
は
削
列
立
す
る
C

に
接
近
し
て
い
た
と
す
る
論
法
で
あ
る
。

か
か
る
論
法
を
多
用
す
る
と
、
天
人
相
関
と
天
人
分
離
の
如
く
、
基
本
的
に

制
列
立
す
る
思
想
の
聞
に
も
、
封
立
を
解
消
し
か
ね
ぬ
ほ
ど
の
共
通
性
を
見
出
す

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
同
様
に
基
本
的
に
同
類
の
思
想
の
聞
に
も
、
敵
封
関
係

す
ら
生
じ
か
ね
ぬ
封
立
性
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ
の
論
法
は
、

本
章
に
限
ら
ず
、
本
書
の
全
睦
に
一
貫
す
る
著
者
の
常
套
手
段
な
の
だ
が
、
か

か
る
論
法
を
縦
横
無
愛
に
駆
使
す
る
な
ら
ば
、
何
に
射
し
て
も
何
と
で
も
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
、
果
た
し
て
嘗
事
者
も
そ
の
よ
う
に
や
や
こ
し

く
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
の
懸
念
と
共
に
、
評
者
の
胸
を
過
ぎ
る
の
で
あ

る。
第
八
章
で
は
、
災
異
設
か
ら
見
た
劉
向
と
劉
飲
の
立
場
の
這
い
が
指
摘
さ
れ

る
。
著
者
は
董
仲
鰐
と
劉
向
を
呪
術
性
の
強
い
儒
家
、
劉
欽
を
孔
孟
以
来
の
人

道
に
終
始
す
る
儒
家
に
分
類
し
、
爾
者
の
聞
に
強
い
封
立
関
係
を
想
定
す
る
。

も
と
よ
り
こ
の
結
論
と
魁
節
を
き
た
し
か
ね
ぬ
資
料
も
多
々
存
在
す
る
の
で
、

著
者
は
そ
う
し
た
資
料
の
信
渡
性
に
種
々
の
反
論
を
試
み
る
。
た
だ
し
そ
の
反

駁
は
、
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
何
よ
り
も
問
題
な
の
は
、

か
ね
て
よ
り
著
者
が
力
説
す
る
、
人
道
を
『
過
し
て
天
道
に
接
近
す
る
儒
家
と
、

呪
術
に
よ
っ
て
天
道
に
接
近
す
る
儒
家
の
境
界
が
、
相
幾
ら
ず
剣
然
と
し
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
九
章
で
は
、
園
識
と
儒
数
園
数
化
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
著
者
は
、
図

識
に
お
け
る
孔
子
教
は
、
孔
子
の
性
格
を
天
の
激
言
を
代
行
す
る
超
人
間
的
・

呪
術
的
激
一
言
者
に
、
そ
し
て
天
と
一
鐙
化
す
る
呪
術
的
君
主
を
も
数
導
し
得
る

呪
術
の
最
高
橋
威
者
へ
と
努
質
さ
せ
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
人
道
か

ら
天
道
に
第
質
し
た
孔
子
数
の
頚
慶
に
よ
っ
て
、
呪
術
と
し
て
の
天
道
に
立
つ

君
主
が
、
そ
の
ま
ま
孔
子
の
数
え
に
服
し
得
る
燈
制
が
で
き
た
と
し
て
、
後
漢

の
光
武
脅
期
に
、
園
家
数
同
学
の
正
統
と
し
て
の
孔
子
敬
、
す
な
わ
ち
儒
数
の
成

立
を
見
た
と
の
結
論
を
提
出
す
る
。

評
者
も
、
儒
数
園
数
化
の
時
期
を
明
喬
一
・

章
-帝
期
と
考
え
て
い
る
の
で
、
時

期
の
問
題
に
関
し
て
は
、
大
筋
で
著
者
の
考
え
方
に
同
意
し
た
い
。
た
だ
し
以

下
の
黙
に
お
い
て
は
、
些
か
の
疑
念
を
禁
じ
得
な
い。
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そ
れ
は
、

「光
武
は
王
葬
と
少
し
異
な
り
本
来
の
孔
子
数
・
経
を
第
質
せ
し

め
て
識
の
中
に
取
り
入
れ
て
、
園
識
と
し
て
一
本
化
し
た
武
器
を
利
用
し
、
か

っ
図
識
を
非
経
と
す
る
儒
家
を
抑
墜
し
、
公
卿
や
儒
家
的
官
僚
の
力
を
堅
縮
し

た
」
と
か
、

「光
武
は
人
道
の
教
え
た
る
孔
子
教
の
中
、
天
道
・
神
道
の
教
え

と
し
て
の
闘
識
に
愛
質
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
を
利
用
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
る
如

く
、
著
者
が
専
ら
皇
帝
一
権
力
側
の
要
請
に
射
す
る
儒
家
の
迎
合
、
光
武
需
に
よ

る
闘
識
の
支
配
へ
の
利
用
と
い
っ
た
硯
黙
か
ら
の
み
、
儒
教
の
成
立
を
論
ず
る

黙
で
あ
る
。
つ
ま
り
著
者
は
、
常
に
図
家

・
君
主
の
側
か
ら
儒
敬
の
成
立
を
捉

え
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
儒
教
側
の
覗
駄
が
ほ
と
ん
ど
飲
浴
し
て
い
る
。
極

言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
儲
数
抜
き
の
儒
数
成
立
史
で
は
な
い
の
か
。

か
か
る
結
果
を
生
じ
た
最
大
の
原
因
は
、
そ
も
そ
も
著
者
が
、
戦
園
末
か
ら

後
世
間
に
至
る
儒
家
の
思
想
的
管
魚
を
、
封
建
制
か
ら
郡
豚
制
へ
の
移
行
、
宗
族

制
か
ら
家
族
制
へ
の
移
行
、
官
僚
制
の
進
展
、
君
主
権
力
の
紹
封
化
と
君
主
の

一
元
的
支
配
位
制
の
確
立
と
い
っ
た
時
代
の
要
請
に
態
え
る
べ
く
、
そ
の
た
め

の
理
論
を
形
成
す
る
管
震
と
理
解
し
て
き
た
黙
に
錦
着
す
る
。

著
者
の
見
方
に
立
て
ば
、
儒
者
は
時
代
の
如
何
を
問
わ
ず
、
在
野
で
あ
る
と

官
僚
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
常
に
君
主
を
世
界
の
中
心
と
仰
ぎ
見
て
、
明
け
て

も
暮
れ
て
も
、
ひ
た
す
ら
君
権
の
強
化
に
資
す
る
理
論
の
構
築
に
励
む
存
在
と

な
る
。
こ
れ
で
は
、
思
想
内
容
に
は
相
互
に
差
異
を
含
み
、
時
に
は
躍
に
従
う

よ
う
君
主
へ
の
批
判
的
立
場
を
表
明
し
た
と
し
て
も
、
基
本
的
に
儒
家
は
、
君

主
の
周
園
を
惑
星
の
如
く
周
回
し
つ
つ
君
主
に
協
力
・
迎
合
し
、
そ
の
支
配
に

利
用
さ
れ
る
だ
け
の
御
用
皐
者
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
掛
田
然
そ
こ
に
は
、
時

代
的
要
請
を
離
れ
た
儒
家
濁
自
の
意
志
や
情
念
は
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
こ

と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
著
者
の
儒
数
成
立
史
は
、
園
家
と
君
主
を
中
心
に
据

え
、
儒
数
を
支
配
装
置
と
す
る
園
家
鰻
制
の
成
立
、
す
な
わ
ち
儒
数
の
闘
激
化

を
以
て
儒
教
の
成
立
と
す
る
、
儒
数
抜
き
の
儒
教
成
立
史
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
十
章
で
は
、
『
公
羊
博
』
に
よ
る
『
春
秋
』
の
園
書
化
を
め
ぐ
る
問
題
が

扱
わ
れ
る
。
著
者
は
こ
の
章
の
冒
頭
に
お
い
て
、
前
章
で
提
示
し
た
結
論
に
射

し
て
、
そ
れ
で
は
園
数
と
し
て
の
園
識
数
の
成
立
を
論
じ
た
こ
と
に
は
な
っ
て

も
、
園
数
と
し
て
の
孔
子
教
の
成
立
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

の
批
剣
を
受
け
た
こ
と
を
記
す
。
前
一言
に
お
い
て
著
者
は
、
光
武
が
園
識
を
奉

じ
て
皇
帝
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
園
識
数
が
闘
激
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

園
識
が
孔
子
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
図
識
数
の
園
数
と
し
て
の
成

立
が
、
同
時
に
孔
子
数
の
園
数
と
し
て
の
成
立
と
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

だ
が
そ
の
際
著
者
は
、
園
識
が
な
ぜ
孔
子
に
関
わ
る
も
の
と
な
っ
た
の
か
、

岡
識
と
孔
子
を
結
び
附
け
た
鎗
い
手
は
何
者
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
貼
に

つ
い
て
は
、
全
く
鯛
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
著
者
は
、
園
識
が
誰
に

よ
っ
て
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
光
武

一
一
帯
に
よ
る
園
識
の
利
用
と
い
っ
た
観
貼
か
ら
の
み
、
儒
数
の
園
激
化
、
儒
数
の

成
立
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
前
記
の
如
き
批
剣
を
生
じ
た
の
も
、
嘗
然
の
こ
と
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
著
者
は
、
そ
う
し
た
批
判
に
態
え
、
前
稿
の
飲
を
補
う
べ

く
、
『
公
羊
停
』
が
『
春
秋
』
を
質
質
的
に
図
書
化
し
て
い
た
こ
と
を
論
鐙

し
、
孔
子
数
の
内
部
に
す
で
に
悶
識
数
へ
と
繋
が
る
動
き
が
存
在
し
た
こ
と
を

指
摘
し
て
、
雨
者
の
関
係
を
明
示
せ
ん
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
試
み
は
、
半
分
は
成
功
し
、
半
分
は
失
敗
し
た
と
思
わ
れ
る
。
『
公
羊

停
』
中
に
『
春
秋
』
を
図
書
化
せ
ん
と
す
る
意
闘
が
内
在
す
る
黙
は
、
確
か
に

著
者
が
指
摘
す
る
通
り
で
、
こ
の
熱
は
成
功
と
言
え
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
公
羊
同
学
波
は
な
ぜ

『春
秋
』
を
図
書
化
せ
ん
と
し
た
の
か
、
そ
の
動
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機
や
目
的
に
閲
し
て
、
著
者
は
依
然
と
し
て
言
及
す
る
こ
と
が
な
い
。
相
獲
ら

ず
著
者
は
、
「
公
羊
俸
の
躍
の
種
制
は
漢
王
朝
・
景
一
帝
の
皇
帝
支
配
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
」
と
、
園
家
や
君
主
の
側
か
ら
し
か
物
を
考
え

よ
う
と
せ
ず
、
決
し
て
そ
れ
を
儒
数
の
側
か
ら
見
ょ
う
と
は
し
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
折
角
『
公
羊
俸
』
に
後
の
悶
識
数
に
繋
が
る
性
格
が
存
在
す
る
こ
と
を

指
摘
し
な
が
ら
、
孔
子
と
結
び
附
け
る
形
で
園
識
を
作
っ
た
の
が
何
者
で
あ

り
、
彼
等
の
目
的
が
何
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

最
後
ま
で
綱
れ
ら
れ
る

こ
と
が
な
い
。

も
し
著
者
が
、
儒
教
の
側
に
観
黙
を
据
え
て
思
索
を
進
め
た
な
ら
ば
、
孔
子

と
結
合
す
る
形
で
園
識
を
担
造
し
た
連
中
が
、
他
な
ら
ぬ
公
羊
翠
波
で
あ
り
、

彼
等
の
目
的
が
、
孔
子
に
経
を
制
作
し
た
王
者
の
資
格
や
、
天
命
を
受
け
た
感

生
一
帝
の
資
格
、
務
め
赤
制
を
定
め
た
劉
漢
王
朝
の
保
護
者
の
資
格
な
ど
を
奥
え

る
こ
と
に
よ
り
、
孔
子
教
の
一
柳
皐
た
る
孔
子
素
王
設
を
劉
漢
王
朝
に
公
認
さ
せ

ん
と
す
る
黙
に
あ
っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
儒
数
抜
き

の
儒
教
成
立
史
で
あ
る
と
の
致
命
的
欲
陥
は
、
残
念
な
が
ら
本
章
の
追
加
に
よ

っ
て
も
、
依
然
と
し
て
是
正
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
十
一

章
で
は
、
班
固
に
よ
る
漢
王
朝
紳
話
の
作
成
が
考
察
さ
れ
る
。
著
者

は
、
『
漢
書
』
の
外
戚
列
惇
・
王
葬
停

・
元
后
停
・
高
帯
紀
・
郊
柁
志
等
の
分

析
を
通
し
て
、
漢
を
園
識
の
麿
示
す
る
天
意
に
際
え
、
こ
れ
を
完
全
に
寅
現
し

た
天
上
の
帯
園
と
す
る
漢
王
朝
紳
話
が
作
成
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
著
者
は
そ

の
必
然
性
を
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

孔
子
は
人
道
本
位
の
躍
の
世
界
に
終
始
し
た
。
だ
が
始
皇
帝
の
焚
書
以
後
、

あ
ら
ゆ
る
教
え
は
皇
帝
支
配
の
枠
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
天
脅
と
一
値
化
し

た
皇
帝
に
奉
仕
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
公
羊
停
に
お
い
て
も
、
人
道
は
孔

子
以
前
の
如
く
天
道
の
中
に
波
入
せ
し
め
ら
れ
た
。
官
僚
と
し
て
皐
帝
に
奉
仕

し
た
公
羊
家
は
、
漢
の
皇
一
一
帝
は
呪
術
化
し
た
孔
子
の
教
え
の
貧
現
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
漢
の
皇
帝
は
天
命
に
順
い
天
命
に
臨
応
え
る
存
在
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
班
固
も
、
人
間
界
の
歴
史
的
事
賓
が
公

羊
の
理
念
と
組
編
す
る
場
合
に
は
、
雨
者
を
整
合
さ
せ
る
べ
く
歴
史
を
書
き
改

め
て
、
漢
王
朝
一
柳
話
を
作
成
し
た
。

本
章
も
、
孔
子
を
天
道
の
聖
人
に
出
現
質
さ
せ
た
儒
数
、
特
に
公
羊
準
が
、
漢

の
呪
術
的
君
主
に
い
か
に
奉
仕
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
を
論
詮
す
る
試
み

で
、
従
前
の
著
者
の
主
張
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
そ
の
分
析
は
詳
細
で
、
首
肯

す
べ
き
黙
も
多
い
。
だ
が
、
公
羊
出
身
の
官
僚
・
史
官
が
、
な
ぜ
漢
の
皇
帝
は

孔
子
の
教
え
の
貸
現
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
か
、
そ
の
理
由
を

儒
家
の
側
か
ら
探
究
し
よ
う
と
せ
ず
、
す
べ
て
皇
帝
支
配
に
よ
る
強
制
と
い
っ

た
外
墜
に
腕
す
る
貼
は
、
や
は
り
再
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
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本
書
を
通
読
し
て
感
ず
る
の
は
、
古
代
中
閣
に
は
、
封
建
制
か
ら
郡
豚
制

へ
、
宗
族
制
か
ら
家
族
制
へ
、
開
接
統
治
か
ら
官
僚
制
に
よ
る
君
主
の
一
元
的

支
配
健
制
へ
と
い
っ
た
歴
史
の
必
然
、
時
代
の
要
請
を
素
早
く
察
知
し
、
議
め

君
様
強
化
の
理
論
を
提
出
し
て
皇
帝
支
配
に
迎
合
せ
ん
と
す
る
御
用
摩
者
と
、

思
想
を
統
制

・
利
用
し
て
支
配
健
制
の
強
化
に
励
む
君
主
が
存
在
し
、
こ
の
二

種
類
の
人
聞
に
よ
っ
て
の
み
思
想
史
が
形
成
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
疑

問
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
東
洋
史
の
皐
者
に
よ
る
思
想
史
研
究
に
し
ば

し
ば
見
か
け
る
光
景
で
、
そ
こ
に
は
中
園
に
お
け
る
権
力
構
造
の
解
明
を
、
己

の
反
腫
制

・
反
権
力
の
意
士
山
表
示
と
心
得
る
、
戦
後
の
あ
る
種
の
皐
者
像
が
倒

置
的
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
。

そ
れ
に
し
て
も
思
想
に
は
、
時
代
の
先
駆
者
も
あ
れ
ば
、
時
代
錯
誤
の
向
古

も
あ
り
、
現
質
論
も
あ
れ
ば
、
観
念
論

・
空
想
論
も
あ
る
。
思
想
が
現
賀
社
舎
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に
影
響
を
及
ぼ
す
と
き
も
、
一
意
図
し
た
結
果
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
聴
席
期
せ
ぬ
偶

然
の
場
合
も
あ
る
。
君
主
に
は
時
代
の
要
請
を
洞
察
す
る
英
明
な
皇
帝
も
い
れ

ば
、
人
事
不
省
に
近
い
暗
愚
な
皇
-
帝
一
も
い
る
。

こ
う
し
た
世
界
と
人
聞
の
複
雑
さ
を
捨
象
し
て
、
上
記
二
種
の
人
関
の
み
を

登
場
さ
せ
、
そ
こ
に
皇
一
帝
支
配
の
強
化
と
儒
教
の
努
節

・
迎
合
を
基
軸
と
す

る
、
一
見
理
路
整
然
と
し
た
儒
教
成
立
史
を
描
く
こ
と
に
、
危
険
性
は
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
中
園
は
、
政
治
が
す
べ
て
を
支
配
せ
ん
と
す
る
世
界
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
偶
数
の
成
立
が
園
家
権
力
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
は
、
論

を
侠
た
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
賞
事
者
た
る
儒
教
側
の
立
場
を
抜

き
に
し
て
、
専
ら
園
家
権
力
の
側
か
ら
の
み
儒
敬
の
成
立
を
論
ず
る
の
は
、
や

は
り
均
衡
を
失
す
る
で
あ
ろ
う
。

著
者
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
儒
乱
訟
を
図
家
数
息
?
と
だ
け
理
解
し
て
、
儒
数
の

宗
教
的
性
格
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
な
い
貼
に
、
顕
著
に
露
呈
し
て
い
る
。
そ

れ
は
ま
た
、
孔
子
及
び
孔
子
数
図
そ
の
も
の
に
充
分
な
検
討
を
加
え
ぬ
ま
ま
、

孔
子
を
一抑制脚
主
義
と
は
無
縁
の
存
在
と
規
定
す
る
貼
と
も
、
相
臨
応
じ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
信
仰
告
白
を
混
じ
え
た
護
教
諭
的
儒
教
史
や
、
風
平
設
を
羅
列
し

た
だ
け
の
儒
皐
史
的
儒
数
史
と
比
較
す
れ
ば
、

著
者
の
問
題
意
識
は
群
を
抜
い

て
尖
鋭
で
あ
り
、
読
者
に
多
大
の
示
唆
を
提
供
す
る
。
上
記
の
苦
言
も
、
そ
う

し
た
長
所
を
充
分
承
知
し
た
上
で
の
感
想
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
七
月
東
京
岩
波
書
庖

A

5

剣

五
三
一
頁
一

0
0
0
0固

須
川
英
徳
著

李
朝
一
商
業
政
策
史
研
究

ー
十
八
・
十
九
世
紀
に
お
け
る
公
樺
力
と
一
商
業
|

徳

成

外
志
子

本
書
は
、
須
川
英
徳
氏
が
一
九
九
三
年
二
月
に
、
東
京
大
準
大
皐
院
よ
り
経

済
問
子
博
士
摩
位
を
授
輿
さ
れ
た
皐
位
論
文
が
原
型
で
あ
る
と
い
う
。
本
書
の
各

章
の
原
型
は
、
す
で
に
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
の
比
較
的
短
期
聞

に、

『
朝
鮮
史
研
究
曾
論
文
集
』
等
の
諸
問
学
術
誌
に
次
々
と
設
表
さ
れ
注
目
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

表
題
は
「
李
朝
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
と
し
て
は
李
氏
朝
鮮
王
朝
後
期

の
十
八
世
紀
か
ら
大
韓
帯
園
期
の

一
九

O
五
年
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
一
般
的

に
、
朝
鮮
王
朝
後
期
は
前
近
代

・
中
世
に
属
す
る
の
に
射
し
、
そ
の
開
港

・
開

化
期
以
降
は
近
代
と
し
て
、
そ
れ
以
前
と
は
別
の
論
理
、
外
か
ら
の
西
欧
資
本

主
義
的
論
理
に
よ
り
左
右
さ
れ
た
時
代
と
み
な
さ
れ
、
区
別
し
て
論
じ
ら
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
本
書
の
場
合
、
取
扱
い
時
期
が
中
世
か
ら
近
代
に
ま
た
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
比
重
で
論
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
著
者
の
問
題
意
識
が
表

わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
著
者
は
朝
鮮
近
代
の
商
業
及
び
一
商
業
政
策

に
、
中
世
と
共
通
す
る
朝
鮮
社
舎
の
構
造
的
特
質
・
論
理
を
見
い
出
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
序
一
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
開
港
以
前
に
形
成
さ
れ
て
い

た
一
商
業
と
公
権
力
の
関
係
が
、
開
港
後
の
貿
易
・
産
業
育
成
策
の
原
基
を
な
す
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